






















易度の指標を参照）という text readability を示す数値を用いて、教科書タイト
ルが新旧同一の「コミュ英Ⅰ」と「英語Ⅰ」の任意 8 組の教科書英文難易度比
較を試みた。
　分析対象 8 組の教科書のうち、7 組の「コミュ英Ⅰ」の Lexile Measure が「英





























「コミュ英Ⅱ」8 冊の平均が 915L、「英語Ⅱ」8 冊の平均が 904L で、ほぼ同程

















1 補足として、大学入試センター 2016 年度（平成 28 年度）本試験の問題のうち、第
5 問（物語文）と第 6 問（説明文）の Lexile Measure と 1 文の平均語数を調べた。第


















　文章の Readability を示す指標として、日本でも認知度が高いものに、Flesh 







Lexile Measure という指標を Flesh Reading Ease、Flesh-Kincaid Grade Level と
合わせて使用している。L を単位とし、例えば 450L や 730L という数値で示
される。米 MetaMetrics 社によって開発されたこの測定単位は、英文の
Readability を示すことができるという点においては、Flesh Reading Ease や
Flesh-Kincaid Grade Level と同等である。しかし、この Lexile Measure は、英
文の Readability（文章の読みやすさ）だけでなく読み手の Readability（読解力）
も、同一尺度（＝同じ単位）で示すことができるという利点を有する。この点
が、先の 2 つの Readability とは異なる特徴である。
　仮に、ある学習者が辞書や教師の補助をあてにせず、書かれている内容を 7
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割 ～ 8 割 理 解 し た い 場 合、 自 分 の Lexile Measure と お お よ そ 同 じ Lexile 
Measure の数値を持つ本を読めば、さほどストレスを感じず読み進めることが




Readability の 75％くらいの Lexile Measure（1000L の学習者であれば 750L か
それ以下の難易度）の本を読めば丁度よい（表 1 ②参照）、といった判断材料
に使うことができる数値である。
（表 1）読み手の Readability、文章の Readability と理解度との関係 2










ら計画していたので（2016 年 11 月現在、調査実施中）、冒頭で挙げた 2 種類











Ⅱ（通常 2 年次に履修）の後に、3 年次で履修される科目である。それに対し、
「Reading」は、旧学習指導要領において「オーラル・コミュニケーションⅠ」
または「英語Ⅰ」のいずれかを履修した後であれば履修が可能な科目だったた




















































※表 2・3 の内容は「高等学校学習指導要領（1999）第 2 章第 8 節外国語第 5 リーディング」
および「高等学校学習指導要領（2010）第 2 章第 8 節外国語第 3 コミュニケーション英







以下 3 点が、今回の Research Questions である。
（1） 「コミュ英Ⅲ」の教科書本文と旧課程「Reading」の教科書本文の読みやす
さを Lexile Measure で示す場合、どのような違いが見られるか？
（2） 「コミュ英Ⅰ」から「Ⅲ」へかけて、Lexile Measure と 1 文の平均語数はど
のように推移しているか？
（3） 中学検定教科書 Book 1 ～ 3 から「コミュ英Ⅰ」～「Ⅲ」の 6 段階を縦断





「Reading」の各 8 種類（計 16 冊）である。
　Research Question （2）で分析対象とするのは、前段で言及した RQ （1） 用の
新規 16 冊と、大田（2015，2016）で対象とした 32 冊である。
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5.2.2　分析用中学検定教科書 
　Research Question （3）で分析対象とするのは、中学検定教科書平成 28 年度
改訂版の 6 冊× 3 学年分、計 18 冊である。
（表 4）分析対象の高校検定教科書一覧（新規分）
旧学習指導要領《Reading》 現行学習指導要領《コミュ英Ⅲ》 出版社
1 ELEMENT English Reading
ELEMENT English Communication 
III 啓林館
2
Crown English Reading（New 
Edition）
Crown English Communication III 三省堂
3
PRO-VISION ENGLISH READING 
（New Edition）
PRO-VISION English Communication 
III ピアソン桐原
4
UNICORN ENGLISH READING 
（NEW EDITION）
UNICORN English Communication 3 文英堂




WORLD TREK ENGLISH READING 
（NEW EDITION）




7 Power On English Reading Power On Communication English III 東京書籍
8 BIG DIPPER Reading Course Big Dipper English Communication III 数研出版
（表 5）分析対象の中学検定教科書一覧（新規分：H28 年度版）
教科書 出版社
1 COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 1, 2, 3 光村図書出版
2 NEW CROWN ENGLISH SERIES New Edition 1, 2, 3 三省堂
3 NEW HORIZON English Course 1, 2, 3 東京書籍
4 ONE WORLD English Course 1, 2, 3 教育出版
5 SUNSHINE ENGLISH COURSE 1, 2, 3 開隆堂出版
6 TOTAL ENGLISH NEW EDITION 1, 2, 3 学校図書
5.3　分析手順
　本調査では、大田（2015，2016）での手順と同じく、まず上記に挙げた高校
検定教科書「Reading」と「コミュ英Ⅲ」の 8 組（計 16 冊）、および中学検定
教科書 H28 年度改訂版 6 冊× 3 学年分（計 18 冊）の合計 34 冊の全てのレッ
スンの本文をテキストファイル化した。
　そして、それらを Lexile Analyzer という分析ツールを使って Lexile Measure
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を算出した。大田（2016）同様、インターネット上の無料版 3 ではなく、米









　今回対象の 8 組の「コミュ英Ⅲ」と「Reading」の Lexile Measure の平均値は、
それぞれ、1056L と 996L であり、「コミュ英Ⅲ」の平均値の方が 60L 高いと
いう結果になった。これは大田（2015）での「コミュ英Ⅰ」777L と「英語Ⅰ」
711L の 66L の差と類似している。ただし、教科書によっては「Reading」の方




3 http://lexile.com/analyzer  登録すれば誰でも利用可。ただし、1 回につき 1000 語以
内の文章しか分析できないという制限あり。
（表 6）Lexile Measure で比較する「コミュ英Ⅲ」と「Reading」の難易度
教科書タイトル コミュ英Ⅲ Reading コミュ英Ⅲ−Reading（差）
ELEMENT 1100 1060 40
CROWN 970 1020 -50
PRO-VISION 1060 990 70
UNICORN 1220 1020 200
PROMINENCE 1150 1070 80
WORLD TREK 1010 890 120
Power On 940 950 -10
BIG DIPPER 1000 970 30
Mean 1056 996 60
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いう傾向が見えてくる。
6.1.2　Flesch Reading Ease および Flesch-Kincaid Grade Level で比較した
場合
　次に、先ほど Lexile Measure を通して見た傾向が、Flesch Reading Ease およ
び Flesch-Kincaid Grade Level を使った場合でも同様に見られるのか、確かめて
みた。
　Lexile Measure で見た場合では、8 組の教科書のうち、2 組（CROWN と
Power On）で「Reading」の方の数値が高かったものの、それ以外の 6 組では「コ
ミュ英Ⅲ」の方が数値が高かった。一方、Flesch Reading Ease では、8 組中 1
組（ELEMENT）のみで「Reading」の数値の方が低く、残り 7 組はすべて「コ
ミュ英Ⅲ」の数値の方が低かった。「コミュ英Ⅲ」の Flesch Reading Ease の平
均値は 61.4、「Reading」の Flesch Reading Ease の平均値は 66.4 であり、平均値
から判断して、Lexile Measure の場合と同じく、「コミュ英Ⅲ」の方がわずか
に難しい英文であると言えそうである。
　Flesch-Kincaid Grade Level で比較した場合も、同様の傾向が確認された。教
科書によっては、0.1 や 0.2 といったわずかの差しかないものもあるが、8 組中
どれ一つとして「Reading」の Grade Level の方が高く出た教科書はなく、平均
値でみても、「コミュ英Ⅲ」は 8.7、「Reading」は 7.6 と、約 1 学年度分の開き
が確認された。
（表 7）Flesch Reading Ease および Flesch-Kincaid Grade Level で見る「コミュ英
Ⅲ」と「Reading」の難易度









ELEMENT 61.3 ＜ 58.8 2.5 9.0 ＞ 8.9 0.1
CROWN 65.4 ＞ 66.9 -1.5 7.9 ＞ 7.8 0.1
PROVISION 60.5 ＞ 72.4 -11.9 9.0 ＞ 6.4 2.6
UNICORN 54.1 ＞ 63.2 -9.1 10.7 ＞ 8.2 2.5
PROMINENCE 57.5 ＞ 63.4 -5.9 9.5 ＞ 8.2 1.3
WORLD TREK 62.8 ＞ 70.9 -8.1 8.0 ＞ 6.5 1.5
Power on 67.7 ＞ 69.7 -2.0 7.3 ＞ 6.7 0.6
BIG DIPPER 62.0 ＞ 65.5 -3.5 8.0 ＞ 7.8 0.2
Mean 61.4 ＞ 66.4 -4.9 8.7 ＞ 7.6 1.1
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難易度がどれくらい変化したのかを、Lexile Measure と Flesch-Kincaid Grade 
Level の 2 つで確認することにした。
6.2.1　Lexile Measure で見る推移
　表 8 および図 1 で示す通り、すべての教科書において、コミュ英Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ






（表 8）Lexile Measure で見るコミュ英Ⅰ～Ⅲへの推移
教科書タイトル コミュ英Ⅰ コミュ英Ⅱ コミュ英Ⅲ
ELEMENT 721 1040 1100
CROWN 759 880 970
PROVISION 883 1010 1060
UNICORN 818 990 1220
PROMINENCE 932 1030 1150
WORLD TREK 687 740 1010
Power on 785 820 940
BIG DIPPER 630 810 1000
Mean 777 915 1056
（大田（2016）を改編）
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6.2.2　Flesch-Kincaid Grade Level で見る推移
　この推移を、Flesch-Kincaid Grade Level でも見てみることにする。表 9 およ






よそ 7 ～ 8 年生レベル、「コミュ英Ⅲ」がおよそ 9 年生レベルといった具合に、
科目が一段階上に移行する際に、使用教科書の難易度も 1 学年度分ずつ上昇し
ている。なお、この難易度上昇の傾向は、Flesch Reading Ease で見た場合にお
いても、同様に確認された（71.4 → 65.4 → 61.4）。
図 1　Lexile Measure で見るコミュ英Ⅰ～Ⅲの推移
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（表 9）Flesch-Kincaid Grade Level で見るコミュ英Ⅰ～コミュ英Ⅲへの推移
教科書タイトル コミュ英Ⅰ コミュ英Ⅱ コミュ英Ⅲ
ELEMENT 5.4 8.2 9.0
Crown 6.1 7.4 7.9
PRO-VISION 7.2 7.9 9.0
UNICORN 6.7 7.9 10.7
PROMINENCE 7.4 8.9 9.5
WORLD TREK 5.7 6.3 8.0
Power On 6.6 7.0 7.3
BIG DIPPER 5.2 6.6 8.0
Mean 6.3 7.5 8.7
（大田（2016）を改編）
図 2　Flesch-Kincaid Grade Level で見るコミュ英Ⅰ～Ⅲの推移
6.3　中学検定教科書から高校検定教科書への難易度の推移
6.3.1　中学検定教科書（H28 年度改訂版）Book 1 ～ 3 の推移
　大田（2016）で報告した中学検定教科書 6 冊の英文難易度の平均 4 は、





Lexile Measure で示すと、Book 1 が 90L、Book 2 が 338L、Book 3 が 485L であっ
た。今回の H28 年度版では、Book 1 が 108L、Book 2 が 337L、Book 3 が 488L
と、平均値に大きな変化は見られなかった。
　投野（2016）は、H24 年度版と H28 年度版の教科書比較分析を行い、28 年
度版で扱われる語い数（異なり語数）が 24 年度版から平均 1.5 倍以上増加し
（Book 1：723 語 → 1,179 語、Book 2：1,035 語 → 1,685 語、Book 3：1,292 語
→ 1,989 語）、教科書の総語数についても大幅に増加した（Book 1：252% 増、





ある。例を挙げれば、各課の中に組み込まれる Activity の充実、3 ～ 4 課終了
毎にそれまでの学習事項の復習として用意されるプロジェクト型活動の充実、
小学校外国語活動の学習内容との円滑な接続のための Book 1 の入門部分（ブ
リッジ部分）のページの増加、そして、本研究では対象外とした Reading 用英
文の増加などが、量・質の変化をもたらしたと考察できる。よって、今回分析
から外した Reading 用英文を加えて再分析をすれば、表 10、11 で提示した各
教科書の Lexile Measure の平均値が、現在のものよりも高くなると予想される。
6.3.2　中学～高校 3 年の 6 年間の教科書難易度の推移 
　ここまで別々で見てきた中学検定教科書の難易度と高校検定教科書の難易度
の推移を、6 年分通して見ていくことにする。まずは Lexile Measure の平均値
で比較していく。大田（2016）では、Book 1（中 1 用）と Book 2（中 2 用）
間の難易度の差と Book 3（中 3 用）と「コミュ英Ⅰ」間の難易度の差が相対
的に大きいと言及した 5。今回、平成 28 年度版に基づく値に差し替えてもなお、






5 大田（2016）では中学検定教科書平成 24 年度版を使用。
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Lexile Measure の平均が 1000L を超えているという点についても、生徒がコミュ
ニケーション活動を行うのに支障ないレベル設定になっているのかという観点
から、やはり議論すべき問題といえる。
（表 11）平成 24 年度版と H28 年度版 Book 1 ～ 3 の
Lexile Measure 6 冊平均
Book 1 Book 2 Book 3
H24 年度版   90 338 485
H28 年度版 108 337 488
（表 10）中学検定教科書平成 24 年度版と平成 28 年度版
Book 1 ～ 3 教科書別 Lexile Measure
平成 24 年度版 平成 28 年度版
COLUMBUS 1 10 20
COLUMBUS 2 150 180
COLUMBUS 3 380 360
NEW CROWN 1 140 160
NEW CROWN 2 440 390
NEW CROWN 3 470 470
NEW HORIZON 1 40 100
NEW HORIZON 2 340 330
NEW HORIZON 3 460 510
ONE WORLD 1 120 140
ONE WORLD 2 330 400
ONE WORLD 3 530 560
SUNSHINE 1 140 80
SUNSHINE 2 430 390
SUNSHINE 3 540 510
TOTAL ENGLISH 1 90 150
TOTAL ENGLISH 2 340 330
TOTAL ENGLISH 3 530 520
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（表 12）中学～高校教科書の Lexile Measure の推移
教科書タイトル Book 1 差 Book 2 差 Book 3 差 ECI 差 ECⅡ 差 ECⅢ
Lexile Measure 平均 108 337 488 777 915 1056
一つ前との差 229 151 289 138 141
図 3　中学～高校教科書の Lexile Measure の推移




Lexile Measure / Flesh-Kincaid Reading Ease / Flesch-Kincaid Grade Level のいず
れの測定にも採用されている Mean Sentence Length、すなわち「一文の長さ」
に特化して結果を示す。
（表 13）中学～高校教科書の一文の長さの推移
教科書タイトル Book 1 差 Book 2 差 Book 3 差 ECI 差 EC Ⅱ 差 EC Ⅲ
1 文の長さ 平均 4.78 6.55 7.98 12.22 13.65 15.79
一つ前との差 　 1.77 　 1.43 　 4.24 　 1.43 　 2.14
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　中学教科書 Book 1 から「コミュ英Ⅱ」までの推移に言及した大田（2016）に、
今回「コミュ英Ⅲ」の情報を新たに加えた。5 つある学年の変わり目で一番顕
著な変化は、やはり Book 3 から「コミュ英Ⅰ」にかけての＋4.24 語という変
化である。先ほど脚注 4 で説明した通り、今回の Book 1 ～ 3 の難易度測定の
対象としたのは、いわゆる「単元」と呼ばれる箇所の本文のみである。平成













中学検定教科書 Book 3 の英文の例（下記テクストの 1 文平均語数 8.1 語）
I am a doctor. / My passion is helping people. / In Japan, I was so busy that I 
couldn’t keep my passion. / Then I saw a program on TV about refugee children. 
/ It reminded me of my passion, so I joined a volunteer group. / I went to places 
with serious health problems. / I talked with patients there. / I worked with staff 
from the area and other countries. / Communication was often difficult. / With 
good will and hard work, we managed by using English. / English helps me to 
save lives. / I have got back my passion. / Now I am ʻa doctor without borders’ 
and use ʻa language without borders’.
（NEW CROWN ENGLISH SERIES New Edition 3, Lesson 7 English for Me, pp. 92
から抜粋）
高校検定教科書コミュ英Ⅰの英文の例（下記テクストの 1 文平均語数 12.3 語）
Plants that talk to people are only seen in fantasy stories. / However, recent 
scientific research shows that plants can “communicate” with some insects around 
them in a special way. / How do they do this? / For example, when corn plants 
are being eaten by caterpillars, they send out a chemical into the air. / Humans do 
not notice it, but insects do. / The chemical attracts the natural enemies of the 
caterpillars: parasitic wasps. / With the help of these wasps, corn plants reduce the 
damage caused by the caterpillars. / The chemical signal may be compared to a 
cry for help. / Corn plants are in a sense calling out to their “bodyguards” to save 
them.
















話文を使った言語活動のバリエーションだけでなく、比較的長め（400 ～ 500 語）
の英文を使ったリーディング活動のバリエーションも持ち合わせておく必要が
あるだろう。







応じて、教科書を自由に採択できるように、レベルの異なる 2 種類ないし 3 種
類の教科書を用意している。3 種類の場合、（その位置づけは各社の判断によ
るが）上級レベル・中級レベル・初級レベルで用意されているのが一般的であ




　では、その 3 レベルの設定があるとすると、その 3 番目（初級レベル）に位
置づけられる教科書はどれくらいの難易度なのだろうか。「Crown」と同社の
「Vista」、Prominence と同社の「All Aboard」、「Big Dipper」と同社の「Comet」
の 3 冊で確認したところ、これら 3 冊の Lexile Measure はそれぞれ 520L、
560L、460L であった。現在、上級・中級レベルに集中している教科書採択で











　金谷ほか（2017）6 が 2016 年 1 月～ 6 月に全国の高校 1 年生～ 3 年生 5000 名
近くを対象に行った中学英語基礎定着調査によると、中学 3 年の教科書本文を
高校生が「理解しながら」読める速度は、平均で 73 wpm（words per minute）だっ
た。中学レベルの英文であっても、1 分間に 70 語程度しか読めないというこ
















→分析対象とした 8 組の差を、Lexile Measure / Flesh-Kincaid Reading Ease / 





6 2017 年 2 月刊行予定（アルク）
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言い難い。
RQ （2） 「コミュ英Ⅰ」から「Ⅲ」にかけて、Lexile Measure と 1 文の長さは
どう変化するか？
→コミュ英Ⅰ（777L）→Ⅱ（915L）→Ⅲ（1056L）と右肩上がりに数値が上がっ







RQ （3） 中学 Book 1 →「コミュ英Ⅲ」の 6 年間の推移から何が分かるか？
→中学校 1 年から高校 3 年のそれぞれの学年間で使用される教科書の難易度平
均を比較すると、（中学教科書については 6 種類全ての平均、高校教科書につ
いては任意の 8 種類に限定しての平均ではあるものの）Lexile Measure / Flesh-
Kincaid Reading Ease / Flesch-Kincaid Grade Level の 3 種類の Readability 指標の
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